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一般財団法人 対馬市国際交流協会 



≪設立目的≫（定款第 3 条） 
 

対馬市と海外諸国との友好親善を推進し、地域の国際化を図るため、国際交流及び国際

協力に関する事業を展開し、もって開かれた島づくりに資することを目的とする。 
 
≪沿 革≫ 
 

■ 財団設立のための基本財産        １，０００，０００円 
（旧厳原町：７００，０００円、他旧５町：各６０，０００円出資） 

 
■ 開設当初に必要な財源（備品等）     １，２５０，０００円 

（旧厳原町：８７５，０００円、他旧５町：各７５，０００円出資） 
 

■ 主な財源内訳   平成２１年度より市補助金１００% 
（平成２０年度まで：市補助金約７０%、県補助金約３０%） 

          平成２６年度より、公益的収益事業を開始 
 

     ・平成１５年 ２月１８日 県知事に設立認可申請 
     ・平成１５年 ３月 ４日 県知事より設立認可 
     ・平成１５年 ３月１０日 財団法人対馬国際交流協会発足（設立登記） 
     ・平成１５年 ４月 １日 （財）対馬国際交流協会 釜山事務所を開設 
     ・平成２６年 ４月 １日 公益法人制度改革により一般財団法人 対馬市国 
                  際交流協会に移行 
 
 
≪役 員≫ 
 
  現在、理事１０名、監事２名、評議員１０名。 
  毎年３月と６月に理事会及び評議員会を開催。 
 
≪事務局≫ 
 

 主たる事務所は対馬市に、従たる事務所は釜山広域市に置く。 
  現在、対馬市担当課長が専務理事と釜山事務所長を兼務しており、釜山事務所の職員は 

現地雇用の副所長１名。 
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令和３年度 （一財）対馬市国際交流協会 事業報告書 
令和 3 年 4 月 1 日 ～ 令和 4 年 3 月 31 日 

 
１．事業活動方針 

対馬の歴史的・地理的条件を活かして、韓国を中心とした国際交流の促進を図りま

す。また、本協会の釜山事務所を韓国内の対馬の総合窓口として、情報収集・情報発

信を行い対馬の振興促進に務めます。 

    本年度においても、新型コロナウイルス感染症の影響により、対馬市では韓国から

の観光客が皆無となり、姉妹都市との交流も中断されるなどの影響がありました。当

協会としても事業の実施が困難になる等の影響を受けましたが、状況に即した事業

内容の変更等を行いながら活動を行いました。 

 

２．事業内容 

（１）釜山事務所運営事業 
対馬と韓国との国際交流や文化交流促進のため、韓国釜山広域市に対馬釜山事

務所を構え現地の韓国人職員 2 名（年度途中で 1 名退職）を雇用し、以下の業務

を行いました。 

・国際交流に関する情報収集と提供 

・韓国内での対馬 PR（対馬情報メルマガ配信） 

・イベントでの連絡調整及び通訳 

（２）韓国料理教室事業 

対馬市民の異文化理解促進を目的として、対馬市国際交流員を講師に招き、

本年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のためＹｏｕＴｕｂｅ配信での韓国

料理教室を開催しました。 
〈事業実績〉 

講師名 配信日 区分 料理名 備考 

対馬市国際交流員 

李
イ

 庚 津
キョンジン

 

8 月 4 日 第 1 回 韓国のプルコギパスタ  

9 月 30 日 第 2 回 屋台の定番ホットック  

1 月 14 日 第 3 回 ライスペーパーロゼトッポギ  

 
（３）対馬島内韓国文化体験ホームステイ事業 
    対馬島内３高校（対馬高校、豊玉高校、上対馬高校）を対象に「夢を広げよう！

韓国文化体験事業」を対馬ＳＴＯＲＹの運営で実施しました。 
    プログラムは①韓国文化理解、②韓国語体験、③韓国料理教室、④韓国伝統衣

装体験、⑤対馬と韓国の歴史についてのワークショップを使って各高校と協議を

行い実施しました。 
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＜参考＞運営事業補助金対象外事業 
 

（１）韓国情報誌発行・配布事業 
    韓国情報誌を発行・配布し、本市国際交流員と対馬市民とが誌面を通した相互交流

を行うことで、対馬市民の国際交流・異文化理解の促進を図りました。 
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